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一 般 質 問市政を問う
議員が市政全般について、その事務
の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすること
をいいます。  （※質問者順に掲載）

質
問　
公
共
施
設
の
中
に
は
、
当

初
の
役
割
を
終
え
た
も
の
が
あ
り
、

放
置
す
れ
ば
老
朽
化
が
進
み
、
管

理
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
利
活
用

に
向
け
た
本
市
の
方
針
は
。

答
弁　
高
崎
市
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
社
会
経
済

情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
運

営
コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
、
他
用
途

へ
の
転
用
や
複
合
化
、
民
間
活
用
、

売
却
と
い
っ
た
方
法
を
検
討
し
、

財
産
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
少
子
化
に
伴
い
、
廃
校
が

増
加
す
る
。
校
舎
は
地
域
の
大
切

な
資
産
で
あ
る
。
本
市
で
も
統
廃

合
に
伴
い
廃
校
が
発
生
す
る
と
想

定
さ
れ
る
が
、
全
国
の
活
用
事
例

を
ど
の
よ
う
に
参
考
に
す
る
の
か
。

答
弁　
校
舎
等
の
状
態
や
地
域
の

市
場
性
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
民
間
事
業
者
に
活
用
の

ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
例
も
あ
る
。

本
市
と
し
て
も
、
全
国
的
な
傾
向

や
近
隣
自
治
体
の
動
向
を
参
考
に

し
つ
つ
、
地
域
に
資
す
る
利
活
用

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
少
額
工
事
登
録
者
へ
の
発

注
件
数
お
よ
び
発
注
額
の
少
額
工

事
全
体
に
占
め
る
割
合
の
推
移
は
。

ま
た
、
発
注
件
数
の
多
い
課
に
お

け
る
同
様
の
割
合
は
。

答
弁　
本
制
度
開
始
の
平
成
17
年

度
の
発
注
件
数
に
お
け
る
割
合
は

６
・
４
％
、
発
注
金
額
に
お
け
る

割
合
は
３
・
７
％
で
あ
っ
た
が
、

令
和
６
年
度
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８

８
％
、
７
・
８
％
と
な
っ
た
。
ま

た
、
発
注
件
数
は
道
路
維
持
課
が

最
も
多
く
、
件
数
が
１
・
２
％
、

金
額
は
１
・
０
％
で
あ
る
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
特
に

夏
休
み
期
間
に
お
い
て
人
手
不
足

が
続
い
て
い
る
。
市
が
支
援
員
を

確
保
し
、
各
ク
ラ
ブ
へ
派
遣
す
る

考
え
は
。

答
弁　
市
内
の
各
ク
ラ
ブ
で
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
個
別
に

支
援
員
の
募
集
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
本
市
が
出
資
し
設
立
す
る

一
般
社
団
法
人
高
崎
学
童
と
連
携
、

協
力
し
な
が
ら
、
支
援
員
を
確
保

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

質
問　
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
孤
立
死
に
も

つ
な
が
り
か
ね
な
い
８
０
５
０
問

題
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

へ
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
弁　
国
が
令
和
４
年
度
か
ら
市

町
村
を
対
象
に
ひ
き
こ
も
り
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
開
始
し
た

が
、
本
市
で
は
、
事
業
開
始
前
か

ら
県
と
連
携
し
、
相
談
支
援
、
居

場
所
づ
く
り
、
当
事
者
家
族
向
け

事
業
な
ど
同
様
の
事
業
を
実
施
し
、

実
態
把
握
や
支
援
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
市
の
情
報
発
信
の
た
め
に
、

外
部
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
起
用

す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用

し
て
お
り
、
な
か
で
も
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
の
「
高
崎
さ
ん
ぽ
部
」
は
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
効
果
を
得
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
活
用
は
費
用
等
に
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
研
究
し
た
い
。

質
問　
令
和
２
年
度
か
ら
６
年
度

に
か
け
て
、
道
路
や
水
路
・
舗
装

等
の
予
算
が
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、
各
地
域
か
ら
毎
年
あ
が
っ
て

く
る
要
望
へ
の
対
応
状
況
は
。

答
弁　
要
望
に
対
し
て
対
応
が
完

了
し
た
件
数
の
割
合
は
、
令
和
２

年
度
が
72
％
、
３
年
度
が
76
％
、

４
年
度
が
71
％
、
５
年
度
が
66
％
、

６
年
度
が
54
％
で
あ
っ
た
。
引
き

続
き
道
路
の
整
備
改
修
や
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

要
望
に
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
予
算
の
確
保
に
も
努
め
た
い
。

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支

援
員
の
確
保
の
た
め
に
、
処
遇
改

善
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答
弁　
給
与
引
き
上
げ
や
常
勤
支

援
員
２
名
以
上
の
ク
ラ
ブ
へ
運
営

委
託
料
を
増
額
す
る
な
ど
、
ク
ラ

ブ
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
、
支
援
員
の
処
遇
、
給
与
改
善

に
直
結
す
る
補
助
制
度
を
研
究
し
、

支
援
員
の
安
定
的
確
保
に
つ
な
が

る
施
策
も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

総括質疑 令和６年度決算などに対する総括質疑の一部を
掲載します。
※ＱＲコードから録画映像をご覧いただけます。

質
疑　
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は

97
・
３
％
で
あ
り
、
全
国
平
均
よ

り
も
高
い
が
、
財
政
健
全
化
へ
の

課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答
弁
　
経
常
経
費
の
一
層
の
節
減

や
既
存
事
業
の
見
直
し
に
併
せ
て
、

市
内
ビ
ジ
ネ
ス
の
活
性
化
に
よ
る

市
税
収
入
の
増
加
を
は
じ
め
と
し

た
、
経
常
的
な
一
般
財
源
収
入
の

着
実
な
確
保
に
引
き
続
き
努
め
て

い
き
た
い
。

質
疑　
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
今
春
竣
工
し
た
高
浜
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
開
所
準
備
中
の
児

童
相
談
所
の
建
設
費
用
は
。

答
弁　
高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
は
１
７
９

億
１
９
７
５
万
7
０
０
０
円
、
建

設
工
事
は
２
２
０
億
９
０
０
１
万

3
０
０
０
円
、
合
わ
せ
て
４
０
０

億
９
７
７
万
円
で
、
う
ち
一
般
財

源
は
約
６
％
の
24
億
４
９
６
６
万

４
０
０
０
円
で
あ
る
。
児
童
相
談

所
の
建
設
工
事
費
は
18
億
５
３
２

８
万
円
で
、
う
ち
一
般
財
源
は
約

６
％
の
１
億
１
１
５
８
万
２
０
０

０
円
で
あ
る
。

質
疑　
高
齢
者
福
祉
な
ん
で
も
相

談
セ
ン
タ
ー
開
所
後
の
状
況
は
。

答
弁　
令
和
６
年
６
月
に
開
所
し
、

職
員
に
よ
る
一
般
相
談
の
ほ
か
、

弁
護
士
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
等
の
専
門
相
談
も
受
け

付
け
て
い
る
。
大
変
好
評
で
あ
る
。

質
疑　
な
ぜ
予
算
額
と
決
算
額
と

の
間
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
、
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
を

増
額
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

と
決
算
額
の
差
は
、
急
速
な
社
会

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
は
、
給
与

改
定
等
に
伴
う
人
件
費
へ
対
応
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
補
正
予
算
に

よ
る
措
置
を
行
っ
た
。

質
疑　
堤
ヶ
岡
飛
行
場
跡
地
の
開

発
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
８
月
に

基
本
構
想
が
公
表
さ
れ
た
が
、
実

現
可
能
な
の
か
。
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
当
該
地
区
に
最
先
端
技
術

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

構
築
す
る
た
め
の
調
査
や
課
題
等

の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

基
本
構
想
に
掲
げ
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

高た
か
は
し橋

　
美み

な

お
奈
雄

た
か
さ
き
未
来

三み
し
ま島

　
久く

み

こ
美
子

高た
か
は
し橋

　 

淳じ
ゅ
ん 

（
新
風
会
）

公
共
施
設
、
公
共
空
間
の
利
活
用

金か
ね
こ子 

和か
ず
ゆ
き幸

（
日
本
共
産
党
）

少
額
工
事
登
録
制
度
の
登
録
者
へ
の
発
注

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
夏
休
み
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

中な
か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

成
人
の
引
き
こ
も
り
支
援

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
取
り
組
み

大お
お
か
わ
ら

河
原 

吉よ
し
あ
き明

（
新
風
会
）

浸
水
対
策
お
よ
び
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
施
策

（P6参照）

同 意 し た 人 事 案 件

◦高崎市教育委員会教育長

　　小
こ ば や し

林　 良
よ し え

江　氏

◦高崎市教育委員会委員

　　吉
よ し は ら

原 奈
な ほ こ

穂子　氏

◦高崎市等公平委員会委員

　　植
う え ま つ

松　 靖
や す ゆ き

幸　氏

◦高崎市固定資産評価審査委員会委員

　　坂
さ か も と

本　 正
ま さ き

樹　氏

◦高崎市人権擁護委員候補者

　　市
い ち か わ

川 志
し お み

保美　氏　　　

　　山
や ま ぐ ち

口 美
み ち よ

千世　氏　　　

　　藤
ふ じ さ わ

澤　 秋
あ き こ

子　氏　　　

　　上
か み わ だ

和田 照
し ょ う ご

吾　氏　　　

　　櫻
さ く ら い

井 　健
け ん じ

次　氏

行政視察報告
　所管する事務に関する調査のため、他の自治体等の先進的な
取り組みについて行政視察を行いました。

総務常任委員会（７月９日～11日）
・東京都豊島区：外国人相談体制
・鳥取県安来市：開庁時間短縮の取り組み
・鳥取県鳥取市：「鳥取市移住・交流情報ガーデン」における
　　　　　　　　取り組みと市の移住支援制度

教育福祉常任委員会（７月９日～11日）
・東京都文京区：不登校支援の取り組み
・福岡県福岡市：こども総合相談センター えがお館
・長崎県長崎市：多機関型地域包括支援センター

建設水道常任委員会（７月29日～31日）
・千 葉 県 柏 市 ：下水道劣化ハザードマップの取り組み
・大分県大分市：大分市の道路維持管理業務におけるDX化
・宮崎県宮崎市：ウォーカブル推進都市としての街づくり

市民経済常任委員会（７月29日～31日）
・東京都板橋区：脱炭素社会実現への取り組み
・静岡県浜松市：大河ドラマの放送を生かした観光施策
・山口県山口市：山口市産業交流拠点施設を活用したビジネス
　　　　　　　　支援

・


